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   Ｃ０９Ｄ 125/04     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   5/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ   7/12     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ  27/30     (2006.01)
   Ｂ３２Ｂ   9/00     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/06     (2006.01)
   Ｃ０９Ｄ 133/26     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ 125/04    　　　　
   Ｃ０９Ｄ   5/00    　　　Ｄ
   Ｃ０９Ｄ   5/00    　　　Ｚ
   Ｃ０９Ｄ   7/12    　　　　
   Ｂ３２Ｂ  27/30    　　　Ａ
   Ｂ３２Ｂ  27/30    　　　Ｂ
   Ｂ３２Ｂ   9/00    　　　Ａ
   Ｃ０９Ｄ 133/06    　　　　
   Ｃ０９Ｄ 133/26    　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成23年4月1日(2011.4.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
 下塗り塗料としては、例えば特許文献１には、ジペンタエリスリトールの多官能アクリ
レートと、イソシアヌレート型ポリイソシアネートとを含有して成るＦＲＰ金属蒸着用紫
外線硬化型下塗り液状組成物が開示されている。
 また、特許文献２には、分子内に少なくとも２個の（メタ）アクリロイル基を有する化
合物２０～８０重量部と、油変性アルキド樹脂８０～２０重量部と、増感剤２～１５重量
部を含有してなるＦＲＰ用金属蒸着用紫外線硬化型下塗り液状組成物が開示されている。
 また、特許文献３には、マレイン酸、フタル酸、フマル酸、テトラヒドロフタル酸等で
油変性された、酸価が２０～８０ｍｇＫＯＨ／ｇである酸変性アルキド樹脂、分子内に少
なくとも２個の（メタ）アクリロイル基を有する化合物、および光重合開始剤を含有して
なる紫外線硬化型樹脂組成物が開示されている。
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